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予
算
決
算
特
別
委
員
会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月

13
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
よ
り
提
出
の
、
令

和
元
年
度
補
正
予
算
、
平

成
30
年
度
決
算
認
定
ほ
か

条
例
改
正
10
件
、
条
例
制

定
１
件
、
陳
情
４
件
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
17
日
よ
り
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
８
名
の
議
員
が

登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

各
常
任
委
員
会
・
予
算
決

算
特
別
委
員
会
に
各
議
案

が
付
託
さ
れ
、
18
日
午
後

か
ら
各
委
員
会
に
お
い

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

て
、
提
出
議
案
、
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
25
日
に
本
会
議
が
開
催

さ
れ
、
各
委
員
会
の
報
告

を
行
い
議
案
・
認
定
を
審

議
し
た
結
果
、
議
案
否
決

１
件
、
30
年
度
決
算
不
認

定
１
件
と
な
り
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
可
決
・
認
定

い
た
し
ま
し
た
。
陳
情
に

つ
い
て
は
、
３
件
採
択
、

１
件
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
百
条
委
員
会

設
置
決
議
案
の
動
議
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

道
の
駅
事
業
及
び
新
町
西

道
路
整
備
等
調
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

不認定となった平成30年度一般会計決算
歳　　入 歳　　出 差　　引

一 般 会 計 83億5853万円 80億4891万円 ３億0962万円
認定された平成30年度会計別決算額　　　

特　
別　
会　
計

会　計　名 歳　　入 　歳　　出 差　　引
国民健康保険 19億6361万円 18億7038万円　 9323万円
公共下水道事業 ５億3431万円 ５億3322万円 109万円
土地造成事業 57万円 19万円 　　38万円
農業集落排水事業 ３億0149万円 ３億0048万円 101万円
介 護 保 険 14億8206万円 14億3481万円 4725万円
後 期 高 齢 者 １億7169万円 １億7140万円 29万円

水道事業会計 収 益 的 収 支 ４億0190万円 ３億8726万円 1464万円
資 本 的 収 支 9527万円 ２億3190万円 ▲1億3663万円

小　計 49億5090万円 49億2964万円 2126万円

道の駅・新町西道路等・百条特別調査委員会設置

一般会計決算　不認定！
《
企
画
総
務
課
》

問　
空
き
家
調
査
業
務
委

託
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
水
道
料
金
の
発
生
し

て
い
な
い
家
屋
を
抽
出

し
、
利
用
可
能
と
判
断
し

た
家
屋
の
所
有
者
に
、
貸

家
意
向
の
確
認
を
す
る
業

務
で
あ
る
。

《
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
》

問　
寺
内
公
民
館
の
供
用

開
始
は
い
つ
頃
か
。

答　
来
年
３
月
を
予
定
し

て
い
る
。

問　
除
染
仮
置
場
の
搬
出

状
況
は
。

答　
堰
の
上
仮
置
場
は
完

了
し
た
。
現
在
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
保
管
場
所
か
ら
の

輸
送
を
実
施
し
て
い
る
。

10
月
中
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

問　
広
域
圏
の
衛
生
分
担

金
の
変
動
は
。

答　
30
年
度
は
約
１
億
４

千
万
で
前
年
よ
り
１
４
０

０
万
円
減
っ
て
い
る
。

問　
家
庭
用
ご
み
袋
の
交

換
は
。

答　

資
源
ゴ
ミ
袋
の
変

更
・
ゴ
ミ
袋
が
一
本
化
さ

れ
る
。
旧
袋
は
分
別
を
前

提
に
使
用
で
き
る
。

《
総
合
窓
口
課
》

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
と
目
標
は
。

答　
現
在
、
申
請
中
を
含

め
て
11
％
。
２
年
後
の

20
％
を
目
標
に
し
て
い
る
。

《
産
業
振
興
課
》

問　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
補

助
金
は
出
な
い
の
か
。

答　
町
で
の
捕
獲
実
績
が

な
い
為
で
あ
り
、
出
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　
町
で
被
害
が
出
始
め

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
を
入

れ
な
い
為
の
対
策
は
。

答　
ま
ず
は
電
気
柵
に
よ

る
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
１
社
随
意
契
約
の
見

積
も
り
に
つ
い
て
、
随
意

契
約
は
公
表
す
べ
き
で
な

い
か
。
予
定
価
格
の
公
表

を
し
な
い
理
由
は
。

答　
公
表
で
き
る
も
の
は

指
名
委
員
会
に
諮
っ
た
案

件
の
み
で
あ
り
、
随
意
契

約
は
公
表
で
き
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
委
員
会
で
も
、
公
表

で
き
な
い
の
か
。

答　
同
様
で
あ
る
。

《
都
市
整
備
課
》

問　
災
害
公
営
住
宅
の
空

室
対
策
と
今
後
は
。

答　
空
き
部
屋
は
13
戸
あ

る
。
令
和
２
年
度
を
目
途

に
一
般
入
居
を
検
討
す
る
。

問　
民
間
賃
貸
の
補
助
の

内
容
は
。

答　
町
営
住
宅
の
入
居
希

望
者
を
対
象
に
家
賃
補
助

を
交
付
し
て
い
る
。
継
続

者
９
件
、
新
規
１
件
で
あ

る
。

問　
若
者
定
住
促
進
事
業

の
対
象
者
数
は
。

答　
合
計
33
件
町
内
在
住

者
17
件
、
町
外
転
入
16
件
。

問　
浄
化
槽
の
補
助
が
10

件
で
す
が
、
浄
化
槽
利
用

住
宅
の
数
は
。
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

歳　出
80億4,891万円

歳　入
83億5,853万円

平成
30年度

道の駅・新町西道路等・百条特別調査委員会設置

一般会計決算　不認定！

答　
合
併
879
世
帯
、
単
独

623
世
帯
、
汲
み
取
り
268
世

帯
で
あ
る
。

《
教
育
振
興
課
》

問　
五
本
松
の
松
並
木
の

枯
れ
木
の
対
応
は
。

答　
一
本
は
現
予
算
で
伐

採
、
４
本
は
補
正
予
算
で

伐
採
す
る
。

《
子
育
て
支
援
課
》

問　
幼
稚
園
の
広
域
入
所

者
は
何
名
か
。

答　
天
栄
１
名
、
中
島
２

名
、
泉
崎
３
名
、
白
河
１

名
で
あ
る
。
他
の
市
町
村

か
ら
は
中
島
２
名
、
福
島

１
名
で
す
。

問　
子
ど
も
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進

捗
状
況
は
。

答　
近
日
中
に
庁
舎
の
一

部
を
相
談
業
務
に
対
応
す

る
た
め
、
改
修
す
る
予

定
。

問　
病
児
保
育
の
利
用
状

況
と
登
録
者
数
は
。

答　
本
年
４
月
に
病
児
保

育
施
設
が
開
所
し
、
登
録

者
は
２
名
で
す
。
事
前
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
議
会
事
務
局
》

問　
議
員
共
済
年
金
は
ど

の
よ
う
な
制
度
で
い
つ
ま

で
続
く
の
か
。

答　
議
員
共
済
年
金
は
廃

止
さ
れ
た
が
、
廃
止
前
か

ら
の
受
給
者
が
い
る
限
り

負
担
は
続
い
て
い
く
。

藤
井
委
員

　
既
存
の
公
共
施
設
の
更

新
に
、
年
平
均
で
約
24
億

円
と
試
算
さ
れ
て
い
る

中
、
複
合
施
設
や
道
の
駅

な
ど
大
型
開
発
関
係
の
予

算
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

事
。
現
道
舗
装
も
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
、

町
民
の
足
元
を
照
ら
す
予

算
執
行
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
本
決
算
認
定
に
反

対
す
る
。

鈴
木
一
委
員

　
本
決
算
内
容
は
、
住
民

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
手
厚
い

支
援
を
図
っ
た
予
算
執
行

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
健

康
増
進
、
生
活
習
慣
病
や

介
護
及
び
後
期
高
齢
者
へ

の
支
援
を
図
り
つ
つ
、
財

政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
、

最
終
的
に
は
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。
そ
の
点
を
評
価

し
て
賛
成
す
る
。

加
藤
委
員

　
こ
こ
４
年
間
、
単
年
度

収
支
は
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
更
に
、
実
質
単
年
度

収
支
に
あ
っ
て
は
、
５
年

間
赤
字
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
れ
は
総
務
省
が

言
っ
て
い
る
、
多
少
の
連

続
性
が
あ
っ
て
も
、
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
交
互
に

く
る
の
が
理
想
的
で
あ

り
、
あ
ま
り
に
長
き
に
続

い
て
い
る
の
で
、
反
対
す

る
。

三
村
委
員

　
事
務
局
か
ら
の
説
明
に

不
明
の
点
が
多
く
、
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
る
の
か
疑
問
が
あ

り
、
執
行
状
況
を
把
握
で

き
な
い
為
、
反
対
す
る
。

採
決

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
、
認
定
第
１
号

は
認
定
す
べ
き
で
な
い
も

の
と
決
定
し
た
。

一般会計の歳入・歳出の内訳 （単位：万円）
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

本	
会	

議

議
案
第
35
号　
矢
吹
町
職

員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

安
井
議
員
（
反
対
）

　
「
一
般
社
団
法
人
ま
ち

づ
く
り
矢
吹
」
へ
の
派
遣

予
定
職
員
の
役
割
が
明
確

で
な
く
、
説
明
も
不
十
分

で
あ
る
た
め
、
反
対
す

る
。

栗
崎
議
員
（
賛
成
）

　
町
行
政
と
密
接
な
関
連

が
あ
る
業
務
を
担
っ
て
い

た
だ
く
「
ま
ち
づ
く
り
矢

吹
」
が
安
定
的
に
事
業
を

運
営
し
、
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
期
間
、
町
職
員
派
遣

に
よ
る
人
的
援
助
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
賛
成
。

冨
永
議
員
（
反
対
）

　
「
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
」

の
理
事
会
で
は
、
３
名
以

上
の
個
人
を
任
命
す
る
と

あ
り
、
そ
の
個
人
と
し
て

「
権
限
保
持
」
が
図
ら
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
組
織
設

計
が
不
透
明
で
あ
り
、
時

期
尚
早
で
も
あ
る
の
で
反

対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

議
案
第
37
号　
矢
吹
町
行

政
財
産
使
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

安
井
議
員
（
反
対
）

　
消
費
税
の
増
税
は
、
実

質
賃
金
が
目
減
り
し
て
お

り
、
経
済
指
標
も
軒
並
み

下
が
っ
て
い
る
中
、
多
く

の
経
済
学
者
等
が
危
惧
し

て
お
り
、
町
民
の
生
活
に

も
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
反
対
す
る
。

鈴
木
隆
司
議
員
（
賛
成
）

　
消
費
税
率
ア
ッ
プ
は
広

く
周
知
さ
れ
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
の
社
会
保
障
財
源
に
充

当
さ
れ
る
た
め
賛
成
す

る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
40
号　
矢
吹
町
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
41
号　
矢
吹
町
都

市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
42
号　
矢
吹
町
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
全
員
異
議
な
く
可
決
さ

れ
た
。

議
案
第
43
号　
矢
吹
町
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

安
井
議
員
（
反
対
）

　
国
の
経
済
指
標
や
実
質

賃
金
が
落
ち
込
む
中
、
多

く
の
経
済
学
者
等
が
消

費
・
経
済
の
低
迷
を
危
惧

し
て
お
り
、
ま
た
低
所
得

者
等
の
負
担
を
軽
減
す
べ

き
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

薄
葉
議
員
（
賛
成
）

　
消
費
税
は
社
会
保
障
を

確
立
し
て
い
く
上
で
の
財

源
と
し
て
一
番
平
等
で
あ

る
。
特
定
の
者
に
負
担
が

集
中
せ
ず
、
国
民
全
体
で

負
担
す
る
消
費
税
は
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社

会
保
障
財
源
に
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
る
た
め
賛
成
す

る
。

青
山
議
員
（
反
対
）

　
可
処
分
所
得
が
増
え
て

い
な
い
経
済
実
態
の
た

め
、
消
費
が
伸
び
ず
、
モ

ノ
が
売
れ
な
い
「
デ
フ

レ
」
の
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
る
。
ま
た
法
人
税
が
下

が
る
一
方
、
消
費
税
が
増

え
る
こ
と
に
疑
問
。
そ
の

よ
う
な
中
で
の
増
税
は
反

対
。

熊
田
議
員
（
賛
成
）

　
消
費
税
は
税
収
が
安
定

し
て
お
り
、
働
く
世
代
等

特
定
の
世
代
に
負
担
が
集

中
せ
ず
、
経
済
活
動
に
も

影
響
を
与
え
に
く
い
た

め
、
安
定
し
た
社
会
保
障

制
度
維
持
の
財
源
に
向
い

て
い
る
。
日
本
が
存
続

し
、
社
会
保
障
制
度
の
確

立
の
為
で
あ
れ
ば
将
来
を

見
据
え
判
断
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
45
号　
令
和
元
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

安
井
議
員
（
反
対
）

　

本
案
に
は
各
種
窓
口
、

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
等
の

臨
時
職
員
等
が
「
ま
ち
づ

く
り
矢
吹
」
へ
転
籍
し
、

当
該
業
務
を
委
託
す
る
予

算
が
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
当
初
は
テ
レ
ワ
ー
ク

等
短
時
間
で
も
就
業
可
能

な
仕
事
を
町
民
へ
紹
介

し
、
所
得
向
上
を
図
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
は
ず
が
こ
こ
に
き

て
業
務
委
託
の
話
に
な
っ

て
お
り
、
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
守
秘
義
務
の
順
守
や

偽
装
請
負
の
解
消
に
向
け

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が

十
分
で
は
な
い
。
更
に
は

現
在
の
人
件
費
と
委
託
料

を
比
較
す
る
と
委
託
し
た

際
の
方
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
理
由
か
ら
反

対
す
る
。

角
田
議
員
（
賛
成
）

　
町
で
は
、
平
成
28
年
策

定
の
行
政
改
革
実
行
計
画

に
も
民
間
委
託
の
一
層
の

推
進
を
う
た
っ
て
お
り
、

そ
の
流
れ
の
中
で
の
今
回

の
補
正
予
算
で
あ
り
、
ま

た
契
約
書
、
仕
様
書
は
完

成
し
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

まちづくり矢吹オープニングセレモニー
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も
準
備
は
整
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
更
に
は
現

在
の
臨
時
職
員
の
大
部
分

が
「
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
」

へ
の
転
籍
を
希
望
し
て
お

り
、
引
き
続
き
業
務
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
支
障
は
な

い
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

認
定
第
２
号　
平
成
30
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

安
井
議
員
（
反
対
）

　
国
保
基
金
残
高
は
３
億

円
を
超
え
て
お
り
、
福
島

県
で
も
基
金
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
基
金
を
取

り
崩
し
、
低
所
得
者
の
保

険
料
を
下
げ
る
べ
き
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。

冨
永
議
員
（
賛
成
）

　
平
成
30
年
度
決
算
に
お

い
て
、
医
療
費
は
３
％
減

少
し
、
国
保
税
も
適
正
な

額
で
あ
る
。
国
保
料
率
は

低
減
す
る
こ
と
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
で
は
な
く

予
防
事
業
の
充
実
、
健
康

の
意
識
向
上
や
保
持
増
進

か
ら
国
保
料
率
の
低
下
に

つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
町
は
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛

成
。

青
山
議
員
（
反
対
）

　
町
の
国
保
加
入
者
数
は

１
年
で
約
200
名
減
っ
て
お

り
、
財
政
は
厳
し
く
な
る

一
方
で
あ
る
。
そ
の
中
で

３
億
円
を
超
え
る
基
金
残

高
、
県
に
も
基
金
が
創
設

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
負
担
を
減
ら
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
が
加

入
者
の
思
い
で
あ
り
、
そ

れ
を
実
現
で
き
な
か
っ
た

た
め
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

認
定
第
１
号　
平
成
30
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

鈴
木
一
夫
議
員
（
賛
成
）

　
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

や
介
護
事
業
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
復
興
や
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
更
に
は

複
合
施
設
整
備
事
業
や
矢

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

吹
泉
崎
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
整

備
事
業
な
ど
、
第
６
次
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
や
復

興
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
各
事
業
に
取
り
組
み
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

財
政
健
全
化
と
を
両
立
が

な
さ
れ
た
決
算
で
あ
る
と

評
価
で
き
る
た
め
賛
成
す

る
。

藤
井
議
員
（
反
対
）

　
公
共
施
設
等
総
合
計
画

に
は
既
存
の
施
設
更
新
に

40
年
間
で
約
970
億
円
、
平

均
で
年
24
億
円
が
必
要
と

おいしい矢吹マルシェの様子

試
算
さ
れ
て
お
り
、
個
別

計
画
の
策
定
が
未
完
了
の

中
、
新
規
の
複
合
施
設
や

道
の
駅
な
ど
大
型
開
発
が

続
い
て
い
る
。
道
路
舗
装

な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

改
善
、
国
保
会
計
へ
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

の
増
加
な
ど
、
町
民
の
足

元
を
照
ら
す
予
算
執
行
で

は
な
か
っ
た
た
め
反
対
す

る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
、
不
認
定
と
し

た
。

委
員
長　
角
田　
秀
明

副
委
員
長　
青
山　
英
樹

委　
員　

�

冨
永　
創
造
、
三
村　
正
一
、
安
井　
敬
博
、

加
藤　
宏
樹
、
薄
葉　
好
弘
、
鈴
木　
一
夫
、

鈴
木　
隆
司
、
栗
崎
千
代
松
、
熊
田　
　
宏
、

吉
田　
　
伸
、
藤
井　
精
七

　
・
調
査
事
項

　
１
、�

道
の
駅
事
業
に
関
す
る
事
項

　
２
、�

新
町
西
道
路
整
備
に
関
す
る
事
項

　
３
、�

一
般
社
団
法
人　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
に
関
す
る
事

項

　
・
調
査
権
限

　

�　
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
１
項
及
び
同
法
第
９
８

条
第
１
項
の
権
限

　
１
０
０
条
調
査
は
、
議
会
が
持
っ
て
い
る
条
例
制
定
権

や
予
算
議
決
権
等
の
権
限
を
有
効
・
適
切
に
行
使
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
当
該
団
体
の
執
行
機
関
だ
け
で

な
く
、
第
三
者
で
あ
る
選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人
を
証
人

と
し
て
喚
問
し
、
証
言
を
求
め
、
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
又
、
調
査
の
実
効
性
を
あ
げ
る
た
め

に
、
罰
則
に
よ
る
強
制
力
も
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　
１
０
０
条
調
査
権
は
、
議
会
が
そ
の
権
限
を
十
分
に
遂

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
、
権
限
で
あ

り
、
真
実
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
議
会
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。

道
の
駅
事
業
及
び
新
町
西
道
路
整
備
等

調
査
特
別
委
員
会
設
置

１
０
０
条
委
員
会
と
は
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発
議
第
４
号

　
提
案
者　
三
村

　
賛
成
者　
富
永
、
青
山

　
　
　
　
　
安
井
、
加
藤

　
道
の
駅
事
業
及
び
新
町

西
道
路
等
の
調
査
特
別
委

員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

（
地
方
自
治
法
第
１
０
０

条
１
項
）

調
査
事
項

１　

�

道
の
駅
事
業
に
関
す

る
事
項

２　

�

新
町
西
道
路
整
備
に

関
す
る
事
項

３　

�

一
般
社
団
法
人
ま
ち

づ
く
り
矢
吹
に
関
す

る
事
項

提
案
理
由

道
の
駅
事
業

　
平
成
28
年
度
よ
り
３
年

間
で
、
７
３
０
０
万
円
の

随
意
契
約
に
よ
る
業
務
委

託
が
な
さ
れ
た
が
、
適
正

性
、
公
平
性
、
公
正
性
、

妥
当
性
に
つ
い
て
、
不
明

の
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
議
会
の
権
能
に
よ
っ

て
調
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
付
託
に
応
え

る
た
め
。

新
町
西
道
路
整
備

　
整
備
の
緊
急
性
や
大
型

商
業
施
設
誘
致
の
た
め
の

政
策
的
道
路
と
し
た
経
過

説
明
に
齟
齬
が
あ
る
事
及

び
事
業
費
の
増
額
内
容
に

不
明
の
点
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
町
民
の
付
託
に

応
え
る
た
め
。

一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く

り
矢
吹

　
町
の
窓
口
業
務
の
委
託

先
と
な
る
が
、
設
立
時
社

員
に
つ
い
て
、
私
人
と
し

て
野
崎
吉
郎
氏
が
就
任
し

て
い
る
。
登
記
の
都
合
上

と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
真

実
性
の
確
認
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
又
、
法
律
施

行
の
６
カ
月
前
倒
し
の
理

由
な
ど
不
明
瞭
な
点
が
あ

る
為
、
議
会
の
権
能
に

よ
っ
て
調
査
し
、
町
民
の

付
託
に
応
え
る
た
め
。

質
疑

熊
田　
権
能
は
第
百
条
だ

け
で
は
な
い
、
一
般
質

問
・
委
員
会
等
で
尽
く
し

て
き
た
か
。

三
村　
私
の
で
き
る
限
り

に
お
い
て
追
求
し
て
き

た
。

　
又
、
不
正
の
追
求
で
は

な
く
、
事
実
の
確
認
で
あ

り
、
予
算
執
行
の
確
認
で

あ
る
。

熊
田　
一
般
質
問
や
委
員

会
等
で
、
ど
れ
だ
け
の
時

間
を
か
け
追
求
し
て
き
た

の
か
。

　
先
程
の
議
会
全
員
協
議

会
で
、
担
当
課
長
は
法
令

等
の
規
定
で
出
せ
な
い
も

の
以
外
は
す
べ
て
出
す
と

い
っ
た
。
事
実
の
確
認
で

あ
れ
ば
、
既
存
の
委
員
会

で
要
求
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
。

三
村　
具
体
的
に
は
答
え

ら
れ
な
い
が
、
出
来
得
る

限
り
の
時
間
を
費
や
し

た
。

　
一
般
質
問
や
予
算
委
員

会
で
予
定
価
格
を
聞
い
た

が
、
回
答
が
な
か
っ
た
。

熊
田　
法
令
等
の
規
定
で

公
開
さ
れ
な
い
も
の
も
公

開
さ
せ
る
の
か
。
何
が
不

明
な
の
か
、
具
体
的
に
挙

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
村　
公
開
さ
れ
な
い
こ

と
で
町
民
の
利
益
に
つ
な

が
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

当
該
規
定
を
改
正
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
不
明
な
点
は
、
提
案
理

由
の
と
お
り
で
あ
る
。

薄
葉　
当
該
委
員
会
の
委

員
数
は
13
名
も
必
要
か
。

三
村　
賛
同
い
た
だ
け
れ

ば
、
全
員
で
調
査
し
て
い

き
た
い
。

薄
葉　
予
定
価
格
の
公
開

等
、
事
務
手
続
き
上
の
問

題
で
あ
れ
ば
、
総
務
教
育

常
任
委
員
会
で
取
り
上
げ

て
も
良
い
問
題
で
は
な
い

か
。

三
村　

全
員
で
取
り
組

み
、
次
の
議
会
か
ら
は
こ

れ
ら
に
関
す
る
一
般
質
問

等
が
出
さ
れ
な
い
よ
う
、

す
っ
き
り
し
た
形
に
し
た

い
。

薄
葉　
道
の
駅
事
業
に
関

し
て
は
10
月
か
ら
実
証
店

舗
が
始
ま
る
が
、
事
業
に

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。
町
民
を
は
じ
め
国
や

県
か
ら
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
れ
る
危
険
性
が
あ
る

が
ど
う
思
う
か
。

三
村　
逆
に
、
こ
の
調
査

に
よ
っ
て
、
町
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
た
よ
り
良
い

形
で
事
業
が
進
ん
で
い
く

と
思
う
。

吉
田　

百
条
委
員
会
は
、

主
に
首
長
や
議
員
、
職
員

が
起
こ
し
た
不
祥
事
の
際

に
疑
惑
を
追
求
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
証
言
に
虚
偽
等
あ
れ

ば
偽
証
罪
で
司
法
に
問
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
担
当

課
長
は
先
程
の
議
会
全
員

協
議
会
で
話
し
た
と
お
り

出
せ
る
も
の
は
す
べ
て
出

す
と
の
こ
と
。
ど
う
思
う

か
。

三
村　
不
正
の
追
求
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
町
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
解
明
で
き
な
か
っ

た
事
実
と
予
算
執
行
の
適

正
性
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
る
。

吉
田　
既
存
の
公
共
施
設

等
調
査
特
別
委
員
会
で

も
っ
と
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

百
条
委
員
会
の
性
格

上
、
発
議
者
の
考
え
と

違
っ
た
状
況
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
考
え
直
す
つ
も

り
は
な
い
か
。

三
村　
今
ま
で
様
々
な
機

会
に
質
問
等
を
し
て
き
た

が
、
そ
れ
で
も
疑
問
は
晴

れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

の
発
議
に
至
っ
た
。

　
委
員
会
の
運
営
等
に
つ

い
て
は
、
考
え
と
違
っ
た

状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
ま
い
り
た
い
。

吉
田　
国
や
県
か
ら
問
題

視
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

が
、
考
え
は
。

三
村　
そ
の
点
に
関
し
て

は
十
分
に
配
慮
す
る
が
、

議
員
の
役
割
を
果
た
し
た

い
と
考
え
、
今
回
の
発
議

に
至
っ
た
。

冨
永　
委
員
会
が
設
置
さ

れ
れ
ば
何
が
変
わ
る
か
。

期
待
す
る
こ
と
は
。

三
村　
町
を
良
く
し
た
い

思
い
は
議
員
共
通
。
３
つ

の
事
業
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
、
町
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
。

討
論

熊
田
（
反
対
）

　
議
員
の
活
動
の
範
囲
で

十
分
調
査
で
き
る
内
容
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の

で
、
百
条
に
基
づ
く
委
員

会
設
置
の
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。

　
担
当
課
長
は
す
べ
て
質

問
に
答
え
る
と
話
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
残
る
疑
問

は
数
点
に
ま
で
絞
ら
れ
る

は
ず
。
そ
う
な
れ
ば
百
条

に
基
づ
く
委
員
会
の
設
置

の
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う

か
、
そ
こ
ま
で
突
き
詰
め

て
考
え
て
か
ら
動
議
を
出

す
べ
き
。

青
山
（
賛
成
）

　
百
条
に
基
づ
く
委
員
会

の
設
置
は
、
議
会
、
議
員

と
し
て
の
権
能
の
一
つ
。

自
治
法
条
文
に
は
地
方
公

共
団
体
の
事
務
に
関
し
て

の
疑
義
を
是
正
す
る
と
い

う
目
的
が
あ
り
、
議
会
と

し
て
、
議
員
活
動
と
し
て

の
一
つ
の
選
択
肢
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
議
員
と
し

て
の
職
務
を
果
た
す
観
点

か
ら
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
決
定
し
た
。

賛
成
議
員

　
冨
永
、
三
村
、
安
井
、
加

藤
、
青
山
、
鈴
木
隆
、
藤
井

一
〇
〇
条
委
員
会
設
置

一
〇
〇
条
委
員
会
設
置
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令和元年度
補 正 予 算

特　別　会　計　別 補正額 審査結果

議案第４６号 国 民 健 康 保 険 ６, ５５５万６千円 全員賛成により可決

議案第４７号 公 共 下 水 道 事 業 ２４８万１千円 全員賛成により可決

議案第４８号 農 業 集 落 排 水 事 業 ７１０万円 全員賛成により可決

議案第４９号 介 護 保 険 ５, ０３４万４千円 全員賛成により可決

水 道 事 業 会 計

議案第５０号 収 益 的 収 支 １７３万２千円 全員賛成により可決

資 本 的 収 支 ３, ３００万円

その他の補正予算

○一般会計補正額� ２億3,586万8千円 ◎予算総額� 97億1,172万2千円

主な補正財源（歳入）
・地方交付税� １億１, ４０９万９千円
・国庫支出金� ４６９万２千円
・県支出金� ３, ６６３万８千円
・繰越金� １億１, ５００万円
・繰入金� △１, ０５２万３千円
・町債� △２, ８０５万２千円

●議案第45号　令和元年度矢吹町一般会計補正予算（第２号）
　本案は、既定の歳入歳出予算にそれぞれ２億3,586万８千円を追
加し、総額を97億1,172万２千円とするとともに、地方債の補正
を行うものであります。
反対討論 ���総合窓口や放課後児童クラブ等の業務委託に関し、マ

ニュアルが整備されておらず、町民サービスに混乱をき
たす恐れがある。

賛成討論 ���来年４月からの業務委託のスムーズな移行実現のために
本予算の確保は必要

　挙手採決の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきもの
と決した。

審�査�結�果

主な使いみち（歳出）
・歳計剰余金処分による公共施設等整備基金原資積立金等
� ４, ３６７万４千円
・幼稚園保育園無料化事業等� ３, ３０１万３千円
・放射線対策事業等� １, ９３１万７千円
・設備園芸産地力強化支援事業等� １, １８０万６千円
・町道管理事業等� ３, ９５９万９千円
・繰上げ償還金等� ８, １１６万２千円

《
企
画
総
務
課
》

問　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
に

町
の
職
員
を
派
遣
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
業

務
を
し
、
ど
ん
な
人
を
派

遣
す
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
の

中
に
事
業
推
進
局
と
い
う

部
署
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ

で
「
事
業
推
進
局
長
」
と

し
て
仕
事
を
す
る
予
定
。

問　
「
公
益
的
法
人
」
に

つ
い
て
、
位
置
づ
け
や
規

定
等
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　
公
的
機
関
や
事
業
者

等
に
利
益
を
も
た
ら
す
位

置
づ
け
と
し
て
捉
え
て
い

る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹
に

職
員
を
派
遣
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
費
用
の
試
算

や
規
模
を
考
え
て
い
る

か
。

答　
来
年
四
月
に
向
け
て

精
査
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
早
け
れ
ば
三
月
議
会

で
お
示
し
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
か
。

問　

改
革
等
に
よ
り
今

後
、
窓
口
の
職
員
が
減
と

な
る
見
込
み
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。

答　
十
月
か
ら
の
移
行
の

時
点
で
の
減
は
無
い
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
雇
用
期
限
や
更
新
に
つ

い
て

答　
基
本
的
に
一
年
更
新

で
は
あ
る
が
、
成
績
に

よ
っ
て
四
年
ま
で
は
再
任

用
で
き
る
。

《
子
育
て
支
援
課
》

問　
国
か
ら
無
償
化
に
対

し
て
費
用
が
交
付
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
分
町
の
負
担
は

減
る
と
思
う
が
そ
の
効
果

は
。

答　
年
間
を
通
し
て
無
償

化
に
取
り
組
ん
で
み
な
い

と
状
況
は
見
え
て
こ
な
い

部
分
が
多
い
。
現
段
階
で

は
な
か
な
か
お
答
え
で
き

る
状
況
に
な
い
。

問　
町
内
の
私
立
幼
稚
園

に
つ
い
て
今
回
国
か
ら
お

金
が
交
付
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
上
限
ま
で
保

育
料
を
引
き
上
げ
よ
う
と

い
う
便
乗
値
上
げ
の
よ
う

な
動
き
は
な
い
か

答　
今
の
と
こ
ろ
聞
い
て

い
な
い
。

令
和
元
年
度
　
補
正
予
算
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条
例
審
査

議
案
第
34
号　
矢
吹
町
印

鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
案
は
、
十
月
一
日
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
及
び

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
交
付
に
伴
う
、
印
鑑

登
録
証
明
事
務
処
理
要
領

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
十

一
月
五
日
か
ら
旧
姓
に
よ

る
印
鑑
の
登
録
を
可
能
と

す
る
も
の
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

議
案
第
35
号　
矢
吹
町
職

員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
地
方
公
共
団

体
が
そ
の
施
策
の
推
進
を

図
る
た
め
人
的
援
助
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も

の
と
し
て
条
例
で
定
め
る

公
益
的
法
人
等
と
し
て
、

「
一
般
社
団
法
人
町
づ
く

り
矢
吹
」
を
追
加
す
る
も

の
。

　
職
員
の
役
割
が
明
確
で

な
い
中
で
の
派
遣
は
反
対

す
る
。

　
法
人
の
運
営
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
間
、
町
が
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
は
妥

当
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
36
号　
矢
吹
町
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
本
案
は
木
材
利
用
の
促

進
、
普
及
啓
発
等
の
森
林

整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関

す
る
事
業
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
新
た
に
「
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
」
を
設

置
す
る
も
の
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

議
案
第
37
号　
矢
吹
町
行

政
財
産
使
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
案
は
土
地
、
建
物
の

使
用
料
に
お
い
て
、
算
出

し
た
合
計
額
に
乗
じ
る
消

費
税
等
の
率
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
十
月
一
日
か

ら
、「
100
分
の
108
」
を

「
100
分
の
110
」
に
改
め
る

も
の
。

　
消
費
低
迷
の
恐
れ
が
あ

る
消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ

値
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
増
税
分
を
町
が
負

担
を
す
る
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
正
は
国
の
増

税
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

増
加
す
る
使
用
料
も
安
価

で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

議
案
第
38
号　
矢
吹
町
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
案
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能

端
末
機
に
よ
る
各
種
証
明

書
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た

り
、
交
付
可
能
と
な
る
各

種
証
明
書
の
交
付
手
数
料

を
定
め
る
も
の
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

議
案
第
39
号　
十
月
一
日

か
ら
「
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
」
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改

正
　
本
案
は
利
用
者
負
担
額

を
０
円
と
す
る
も
の
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

議
案
第
40
号　
矢
吹
町
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
本
案
は
消
費
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
使
用
料
の
算
定
方

法
に
お
い
て
、
算
出
し
た

合
計
額
に
乗
じ
る
消
費
税

相
当
の
率
に
つ
い
て
、
令

和
元
年
十
月
一
日
か
ら

「
100
分
の
108
」
を
「
100
分

の
110
」
に
改
め
る
も
の
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

議
案
第
41
号　
矢
吹
町
都

市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
本
案
は
使
用
料
の
算
定

方
法
に
お
い
て
、
算
出
し

た
合
計
額
に
乗
じ
る
消
費

税
相
当
の
率
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら

「
100
分
の
108
」
を
「
100
分

の
110
」
に
改
め
る
も
の
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

議
案
第
42
号　
矢
吹
町
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
案
は
使
用
料
の
算
定

方
法
に
お
い
て
、
算
出
し

た
合
計
額
に
乗
じ
る
消
費

税
相
当
の
率
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら

「
100
分
の
108
」
を
「
100
分

の
110
」
に
改
め
る
も
の
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

議
案
第
43
号　
矢
吹
町
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
給
水
装
置
工
事
の
工
事

費
、
水
道
料
金
、
加
入
金

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
算

出
し
た
合
計
額
に
乗
じ
る

消
費
税
相
当
の
率
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
十
月
一
日

か
ら
「
100
分
の
108
」
を

「
100
分
の
110
」
に
改
め
る

も
の
。

　
ま
た
、
水
道
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
新
た
に
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
指
定
の
更
新
に
係
る
手

数
料
を
定
め
る
も
の
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

議
案
第
44
号　
矢
吹
町
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
済
に
関
す
る

条
例

　
本
案
は
今
般
、
新
た
に

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
つ
い
て
定
め
る
条

例
を
新
規
制
定
す
る
も

の
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

条
例
審
査
・
陳
情
審
査

総務教育常任委員会の様子
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町政を問う
一　般　質　問

①薄　葉　好　弘
　◆町長の政治姿勢について
　◆農業振興
　◇学校教育

②冨　永　創　造
　◆農業振興
　◆地域観光資源

③鈴　木　隆　司
　◆新町西道路と周辺開発について
　◆旧町民プール跡地貸借

④藤　井　精　七
　◆道路行政について
　◆建築行政
　◇教育行政

※番号は質問順・紙面の都合上、質問項目の◆のみ記載

⑤三　村　正　一
　◆道の駅事業について
　◆新町西エリア開発と新町西道路
　◇�行政窓口の民営化とまちづくり矢吹

⑥加　藤　宏　樹
　◇町道路整備について
　◇町長の職責
　◇�農業政策

⑦安　井　敬　博
　◆�役場業務のまちづくり矢吹への委託
　◇各種証明書のコンビ交付開始の影響
　◇�教育施設図書館のあり方

⑧青　山　英　樹
　◆新町西線道路と地域開発について
　◆�財政
　◇人口減少下のまちづくり

陳
情
審
査

陳
情
第
３
号　
町
道
中
沖

３
号
線
の
舗
装
に
関
す
る

陳
情

陳
情
第
４
号　
令
和
元
年

度
町
道
牡
丹
平
６
号
線
の

現
道
舗
装
に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
５
号　
田
内
行
政

区
内
の
現
道
舗
装
に
関
す

る
陳
情

　
陳
情
３
号
、
４
号
、
５

号
の
現
地
調
査
及
び
審
査

の
結
果
、
全
委
員
異
議
な

く
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

陳
情
第
６
号　
「
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
中

止
」
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
関
す
る
陳
情
書

　
本
件
は
、
十
月
一
日
施

行
と
決
定
し
て
い
る
消
費

税
率
引
き
上
げ
中
止
を
求

め
る
陳
情
。

　
実
質
賃
金
が
落
ち
込
ん

で
い
る
中
で
の
増
税
強
行

が
与
え
る
経
済
へ
の
影
響

が
計
り
知
れ
な
い
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
継

続
審
査
と
決
し
た
。

第415回議会（９月）定例会議案 賛否表
○は賛成、×は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

９
月
議
会

議　案　名　称　等

議
員
名

可･

否

冨
永　

創
造

三
村　

正
一

安
井　

敬
博

加
藤　

宏
樹

薄
葉　

好
弘

鈴
木　

一
夫

青
山　

英
樹

鈴
木　

隆
司

栗
崎
千
代
松

熊
田　
　

宏

吉
田　
　

伸

藤
井　

精
七

角
田　

秀
明

大
木　

義
正

議案 第35号 矢吹町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を改正する条例 否決 × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第37号 矢吹町行政財産使用料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第40号 矢吹町農業集落排水処理施設設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第41号 矢吹町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第42号 矢吹町下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第43号 矢吹町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議案 第45号 令和元年度矢吹町一般会計補正予算（第2号）可決 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
認定 第１号 平成30年度矢吹町一般会計歳入歳出決算認定について 不認定 × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ 議
認定 第２号 平成30年度矢吹町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
発議 第４号 道の駅事業及び新町西道路整備等の調査特別委員会設置に関する決議（案） 可決 ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × × × ○ 退 議

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）
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��薄
うす
葉
ば
　好
よし
弘
ひろ
　議員

そ
の
他
の
質
問

・��

農
業
振
興
に
つ
い
て

薄
葉　
①
４
年
前
の
４
期

目
の
出
馬
に
掲
げ
た
公
約

の
進
捗
状
況
及
び
成
果
に

つ
い
て
②
第
６
次
矢
吹
町

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に

お
け
る
、
今
後
新
た
な
重

点
政
策
等
に
つ
い
て
の
考

え
は
あ
る
の
か
。
③
町
長

の
任
期
も
残
り
４
ヶ
月
足

ら
ず
と
な
り
、
来
年
の
１

月
で
４
期
16
年
が
終
了
す

る
わ
け
で
す
が
、
５
期
目

の
出
馬
に
つ
い
て
お
尋
ね

致
し
ま
す
。

町
長　

①
「
人
を
つ
く

る
」「
支
え
あ
い
の
大
地
」

と
し
て
、
３
つ
の
施
策
を

推
進
し
ま
し
た
。
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
２
つ
目
は
、
町
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
で
あ
り

ま
す
。
３
つ
目
は
、
複
合

町長の政治姿勢について

答  復興と「矢吹創生」

施
設
の
整
備
で
す
。
令
和

２
年
10
月
１
日
の
開
館
を

目
指
し
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

②
第
６
次
矢
吹
町
総
合
計

画
に
お
け
る
新
た
な
重
点

政
策
は
、
震
災
以
前
以
上

の
町
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
矢
吹
町
の
創

生
を
目
指
し
、「
矢
吹
駅

周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
」、「
道
の
駅
推
進
事

業
」、「
旧
総
合
運
動
公
園

利
活
用
事
業
」
を
重
点
事

業
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。

③
５
期
目
の
出
馬
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
様
々
な

方
々
に
相
談
申
し
上
げ
な

が
ら
熟
慮
し
、
慎
重
に
判

断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

答  

児
童
生
徒
に
い
つ
も
寄
り
添
い
な
が
ら

薄
葉　
①
町
内
の
小
中
学

校
の
夏
休
み
が
昨
年
よ
り

短
く
、
特
に
西
白
河
郡
が

特
に
短
か
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
な
の
か
。
②

今
年
度
も
各
小
中
学
生
で

不
登
校
が
見
受
け
ら
れ
る

が
、
実
態
は
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。
③
不
登
校
の

児
童
生
徒
を
教
育
委
員
会

で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長　
①
夏
休
み
縮
減

の
一
番
大
き
な
理
由
は
、

来
年
度
か
ら
全
面
実
施
と

な
る
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
、
小
学
校
３
、
４
年

生
の
外
国
語
活
動
、
５
、

６
年
生
の
外
国
語
授
業
時

間
が
、
年
間
で
35
時
間
増

加
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

②
年
間
30
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
を
不
登
校
と

し
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
８
月
末
時
点
で

小
学
校
２
件
、
中
学
校
６

件
で
す
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
学

級
担
任
が
授
業
や
部
活
動

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

時
間
帯
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
学
校

と
と
も
に
課
題
解
決
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
を
対
象
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、

原
因
の
解
明
や
課
題
の
解

決
に
向
け
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

第６次矢吹町まちづくり
総合計画
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冨
永　
規
模
拡
大
を
し
た

い
が
、
資
金
調
達
と
返
済

が
不
安
。
こ
う
し
た
が
ん

ば
る
農
家
へ
の
町
の
対
応

は
。

町
長　
農
業
用
設
備
整
備

に
対
し
て
、
返
済
に
係
る

利
子
分
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

冨
永　
就
農
者
の
定
着
・

持
続
が
可
能
な
魅
力
あ
る

受
け
入
れ
態
勢
は
で
き
て

い
る
の
か
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
新

規
就
農
者
を
応
援
す
る
激

励
会
の
開
催
、
先
輩
農
業

者
の
紹
介
、
情
報
交
換
の

場
の
提
供
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

冨
永　
有
害
鳥
獣
か
ら
作

物
や
住
民
生
活
の
安
心
を

守
る
対
策
は
。

町
の
農
業
振
興
に
か
け
る
思
い
・
施
策
は

答  
両
Ｊ
Ａ
関
係
機
関
と
連
携
し
進
め
て
い
く

冨
永　
本
町
西
側
地
域
を

流
れ
る
隈
戸
川
に
親
水
公

園
を
具
現
化
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長　
親
水
公
園
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
機
関
、

行
政
区
、
各
種
団
体
と
十

分
な
協
議
や
調
整
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

冨
永　
隈
戸
川
の
対
岸
も

歩
け
る
開
拓
ロ
ー
ド
の
さ

ら
な
る
延
長
の
考
え
が
あ

る
か

町
長　
隈
戸
川
左
岸
の
宮

田
橋
か
ら
三
十
三
観
音
史

跡
公
園
ま
で
の
整
備
は
、

冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

周
遊
が
可
能
に
な
る
ば
か

り
か
、
こ
の
エ
リ
ア
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
各
関

係
機
関
と
の
十
分
な
協
議

や
調
整
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

冨
永　
矢
吹
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
の
中
に
、
里

山
と
し
て
の
西
側
地
域
を

事
業
と
し
て
盛
り
込
む
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

都
市
整
備
課
長　
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
、

後
期
計
画
の
中
で
検
討
を

深
め
ま
す
。

水車跡地のあずまや

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

町
長　
農
作
物
の
被
害
対

策
で
は
、
春
と
秋
に
銃
器

や
箱
罠
、
く
く
り
罠
に
よ

る
捕
獲
実
施
、
ま
た
、
イ

ノ
シ
シ
対
策
に
は
電
気
柵

の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
生
活
の
安
全
対
策
で

は
、
目
撃
情
報
に
は
速
や

か
に
捕
獲
隊
や
警
察
署
と

連
携
し
た
巡
回
、
広
報
車

や
防
災
無
線
で
の
周
知
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

答 大変重要である

地域観光資源について

田園風景

新規就農者
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

鈴
木　
新
町
西
道
路
沿
い

へ
の
大
型
店
出
店
取
り
や

め
の
理
由
に
、「
周
辺
市

場
の
調
査
の
結
果
」
と
あ

る
が
、
町
長
が
「
出
店
し

ま
す
と
断
言
」
し
た
の

は
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
の
判

断
だ
っ
た
の
か
。

町
長　
令
和
元
年
６
月
25

日
に
協
議
し
た
際
、
意
欲

的
な
会
長
が
平
成
30
年
６

月
に
急
逝
し
、
町
及
び
新

町
地
権
者
会
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
令
和
元
年

７
月
16
日
に
正
式
に
、
進

出
を
断
念
す
る
書
面
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
す
。

鈴
木　
出
店
予
定
者
側
の

「
取
締
役
会
決
議
」
は

あ
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
取
締
役

会
で
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
の
報
告
は
受
け
て

お
り
ま
す
。

鈴
木　
道
路
工
事
着
工
及

び
周
辺
開
発
に
当
た
り
、

多
く
の
議
員
の
意
見
や
警

鐘
は
な
ぜ
考
慮
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

鈴
木　

公
募
の
条
件
で

あ
っ
た
町
有
地
の
賃
料

「
年
間
３
０
０
万
」
が
、

一
団
体
に
決
定
し
た
後

に
、
突
然
「
10
年
間
３
０

０
０
万
無
償
」
と
し
た
理

由
は
。

企
画
総
務
課
長　
条
例
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
公
共

的
、
公
益
的
事
業
で
あ

り
、
減
免
す
る
方
針
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
年
間
、
３
０
０
万
円

と
い
う
の
は
、
目
的
外
使

用
で
使
っ
た
場
合
の
概
算

で
は
じ
い
た
も
の
で
、
貸

す
こ
と
で
３
０
０
万
円
が

前
提
に
な
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
決
し
て
拡
大

解
釈
で
な
く
、
様
々
な
協

議
の
中
で
出
て
き
た
こ
と

で
す
。

鈴
木　
土
地
賃
貸
期
間
50

年
の
町
長
決
裁
を
含
め
、

新町西道路と周辺開発について

答  全町的な発展につながる

鈴
すず
木
き
　隆
たか
司
し
　議員

旧
町
民
プ
ー
ル
跡
地
の
貸
借
に
つ
い
て

答  

減
免
す
る
方
針
を
決
定
し
た

老人ホーム予定地

町
長　
大
型
店
舗
の
進
出

に
よ
り
、
新
町
西
エ
リ
ア

の
開
発
が
加
速
さ
れ
、
町

民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
、
雇
用
機
会
の
拡
大
な

ど
、
全
町
的
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
心
か

ら
期
待
で
き
る
も
の
と
認

識
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
今
回
進

出
を
予
定
の
企
業
、
そ
れ

以
前
の
企
業
を
新
町
西
エ

リ
ア
へ
受
け
入
れ
す
る
こ

と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
道
路
整
備
等
、
議

員
の
皆
様
に
も
説
明
し
、

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。

新町西道路

な
ぜ
議
会
と
の
議
論
が
な

か
っ
た
の
か
。
町
条
例
の

拡
大
解
釈
な
の
で
は
。

企
画
総
務
課
長　
事
務
的

な
手
続
き
で
誤
り
が
あ
っ

た
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

鈴
木　
公
募
決
定
後
、
町

有
地
の
賃
貸
借
契
約
が
、

約
一
年
以
上
も
長
期
化
し

た
理
由
は
な
ぜ
か
。

町
長　
施
設
側
の
都
合
に

よ
る
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

東堤２号線

神田西線

��藤
ふじ
井
い
　精
せい
七
しち
　議員

神
田
西
線
の
進
捗
は

答 

段
階
的
に
進
め
て
行
く

藤
井　
神
田
西
線
の
工
事

も
旧
日
建
福
島
工
場
の
玄

関
口
ま
で
進
ん
で
い
ま

す
。
１
区
工
事
が
今
年
度

終
了
、
２
区
工
事
は
。

都
市
整
備
課
長　
神
田
西

線
は
、
全
体
延
長
が
約
１

１
０
０
メ
ー
タ
ー
、
１
工

区
が
、
６
８
０
メ
ー

タ
ー
、
２
工
区
が
４
２
０

メ
ー
タ
ー
、
１
工
区
は
事

業
費
約
２
億
７
０
０
０
万

ほ
ど
。
２
工
区
は
、
事
業

費
約
１
億
７
０
０
０
万
、

用
地
交
渉
等
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ば
、
５
年
ぐ
ら
い

で
２
工
区
を
完
成
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
で
、
現
在

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

答 住民の要望を聞きながら進める

中野目～堤線の計画は

藤
井　
中
野
目
～
堤
地
区

の
路
線
は
、
住
宅
の
前
を

通
り
、
そ
し
て
八
坂
神

社
、
決
し
て
利
用
の
少
な

い
町
道
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
改
良
計
画
の
見
通

し
を
伺
う
。

町
長　
平
成
27
年
度
に
中

野
目
区
長
を
代
表
と
し
て

地
域
住
民
の
皆
様
か
ら

「
町
道
東
堤
２
号
線
の
舗

装
に
関
す
る
要
望
書
」
が

提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も

傾
斜
が
あ
る
砂
利
道
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理

面
に
お
い
て
、
現
在
は
応

急
的
な
対
応
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
恒
久
性
を
考
慮

し
た
舗
装
整
備
が
必
要
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
、
早
期
に

現
道
舗
装
が
必
要
な
、
優

先
す
べ
き
路
線
と
し
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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三
村　
町
と
ま
ち
づ
く
り

矢
吹
の
関
係
は
。

町
長　
一
般
社
団
法
人
ま

ち
づ
く
り
矢
吹
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
多
元
化
の
受

け
皿
と
し
て
、
あ
く
ま
で

民
間
の
法
人
で
あ
り
ま
す

が
、
町
が
関
与
し
な
が
ら

設
立
を
進
め
て
き
た
。

三
村　
経
営
計
画
に
つ
い

て
。

町
長　
町
が
説
明
す
る
立

場
に
な
い
が
、
本
年
度
補

助
金
１
８
８
９
万
円
を
交

付
予
定
で
あ
る
。

三
村　
一
般
社
団
法
人
ま

ち
づ
く
り
矢
吹
の
定
款
に

よ
る
と
、
町
長
が
個
人
名

で
設
立
時
社
員
に
な
っ
て

い
る
が
何
故
か
。

企
画
総
務
課
長　
社
員
と

し
て
個
人
名
で
し
か
載
せ

ら
れ
な
い
の
で
。
野
崎
吉

郎
さ
ん
が
社
員
と
な
っ
て

い
る
の
は
矢
吹
町
長
と
し

て
で
あ
る
。

三
村　
設
立
時
社
員
と
し

て
、
個
人
と
し
て
、
任
期

は
い
つ
ま
で
か
。

企
画
総
務
課
長　

期
限
、

任
期
は
定
め
て
い
な
い
。

三
村　
役
場
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
雇
用
形
態
に
つ

い
て
今
ま
で
と
、
外
部
委

託
と
、
法
改
正
に
よ
る
任

用
形
態
と
し
た
場
合
の
試

算
は
。

企
画
総
務
課
長　
外
部
委

託
に
つ
い
て
は
、
事
務
費

15
％
と
消
費
税
10
％
増
額

に
な
る
。

��三
み
村
むら
　正
まさ
一
いち
　議員

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

まちづくり矢吹の役割は

答  多元化行政サービスの受け皿

三
村　
議
会
で
８
回
に
わ

た
り
企
業
の
進
出
は
進
ん

で
い
る
と
し
て
西
道
路
の

整
備
を
進
め
て
き
た
が
、

進
出
は
な
く
な
っ
た
。
町

民
に
も
損
害
を
与
え
た
こ

の
責
任
を
ど
う
と
る
の

か
。

町
長　
整
備
を
進
め
た
こ

と
で
町
民
の
皆
様
に
損
害

を
与
え
た
認
識
は
な
い
。

三
村　
工
事
中
の
新
町
西

道
路
の
管
理
状
況
は
。

町
長　
未
供
用
期
間
の
安

全
管
理
を
徹
底
す
る
た

め
、
隣
接
地
権
者
が
路
線

利
用
の
際
は
安
全
面
に
留

意
す
る
よ
う
通
知
す
る
。

地
域
住
民
の
皆
様
に
は
、

回
覧
や
看
板
の
設
置
に
よ

り
、
進
入
禁
止
の
周
知
を

図
る
。 企

業
進
出
断
念
の
工
事
責
任
は

答  

損
害
を
与
え
た
認
識
は
な
い

三
村　
陳
情
採
択
の
と
お

り
、
地
権
者
全
員
の
皆
様

の
土
地
が
有
効
に
理
想
的

に
開
発
さ
れ
ま
す
こ
と
と

町
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
等
を
示
し
て
進
め

て
頂
く
こ
と
、
面
的
開
発

事
業
者
の
斡
旋
な
ど
一
日

も
早
く
開
発
が
進
む
よ
う

切
願
す
る
。

町
長　
今
後
も
、
こ
の
エ

リ
ア
の
利
活
用
が
早
期
に

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
地
権

者
会
と
協
議
を
進
め
企
業

誘
致
に
努
め
る
。

まちづくり矢吹事業所

新町西道路
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新
町
西
道
路
エ
リ
ア
開
発
は

答 
地
権
者
と
協
議
し
進
め
る

加
藤　
開
発
誘
導
道
路
と

し
て
の
新
町
西
道
路
が
、

エ
リ
ア
全
体
の
核
と
な
る

大
型
商
業
施
設
の
進
出
断

念
に
よ
り
、
今
後
の
エ
リ

ア
全
体
の
開
発
は
ど
う
す

る
の
か
。

町
長　
新
町
地
権
者
の
支

援
要
望
が
あ
り
、
町
も
連

携
を
密
に
し
、
協
議
を
深

め
、
積
極
的
に
関
わ
り
、

早
期
の
開
発
を
目
指
し
ま

す
。

加
藤　
商
業
エ
リ
ア
と
そ

の
他
の
エ
リ
ア
と
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

町
長　
町
で
は
商
業
施
設

ゾ
ー
ン
の
大
型
店
舗
の
誘

致
協
議
が
行
わ
れ
そ
れ
以

外
は
具
体
的
に
協
議
が
な

答 ソフト面、ハード面で検討する

これからの農業振興をどうする

��加
か
藤
とう
　宏
ひろ
樹
き
　議員

さ
れ
ず
、
一
部
農
地
転
用

が
さ
れ
た
。

加
藤　
商
業
エ
リ
ア
が
明

確
に
な
っ
た
の
は
い
つ

か
。

産
業
振
興
課
長　
ナ
フ
コ

が
進
出
意
向
を
示
し
た
28

年
６
月
で
す
。

加
藤　
イ
オ
ン
と
コ
メ
リ

の
具
体
的
進
出
計
画
は

あ
っ
た
の
か
。

町
長　
平
成
23
年
11
月
21

日
に
相
談
。
面
談
は
あ
っ

た
が
、
正
式
な
進
出
計
画

書
は
な
い
。

加
藤　
一
部
地
権
者
が
農

業
を
続
け
る
と
農
道
や
用

排
水
路
の
確
保
が
必
要
と

な
り
、
面
的
開
発
に
支
障

を
来
た
す
が
、
町
は
ど
う

関
与
す
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
面
的
開

発
に
は
３
０
０
０
平
米
以

上
は
開
発
行
為
が
絡
み
ま

す
の
で
地
権
者
会
と
密
に

関
わ
り
対
応
し
ま
す
。

加
藤　
結
果
か
ら
見
る
と

陳
情
に
よ
り
開
発
誘
導
道

路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
と

な
る
が
、
今
後
、
同
様
の

陳
情
が
あ
っ
た
ら
町
は
ど

う
す
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　
そ
の
段

階
で
判
断
し
ま
す
。

加
藤　
旧
国
道
の
ミ
ツ
ワ

付
近
道
路
は
幅
員
10
ｍ
位

し
か
な
い
と
思
う
が
復
興

道
路
と
し
て
13
ｍ
と
す
る

計
画
が
あ
る
が
ど
う
す
る

の
か
。

都
市
整
備
課
長　

今
後
、

県
と
協
議
等
も
含
め
作
業

を
進
め
検
討
し
、
方
向
性

を
示
す
。

加
藤　
複
合
施
設
前
は
13

ｍ
道
路
と
し
て
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
し
て
い
る
が
、
町

は
自
ら
の
計
画
を
潰
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
整
合
性
の
部
分
に

つ
い
て
は
不
具
合
が
生
じ

て
い
る
が
、
奥
州
街
道
の

幅
員
に
つ
い
て
、
様
々
な

要
因
を
検
討
し
決
定
し
た

い
。

加
藤　
農
業
振
興
地
域
の

見
直
し
の
予
定
が
遅
れ
て

い
る
が
な
ぜ
か
。

町
長　
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
の
見
直
し
手
続
き

に
時
間
を
要
し
た
か
ら
。

加
藤　
現
在
と
今
後
の
予

定
は
。

産
業
振
興
課
長　
農
家
ア

ン
ケ
ー
ト
・
現
地
調
査
を

行
い
、
年
内
に
住
民
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。

加
藤　
農
家
支
援
策
と
し

て
一
反
部
歩
当
た
り
１
０

０
０
円
か
２
０
０
０
円
の

補
助
は
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
ソ
フ
ト

面
、
ハ
ー
ド
面
で
い
ろ
い

ろ
な
支
援
策
が
考
え
ら
れ

る
の
で
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・��

４
期
16
年
の
町
長
の
職

責
に
つ
い
て

新町西道路エリア
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う
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そ
の
他
の
質
問
事
項

・ 

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
開
始
に
よ
る
影

響
に
つ
い
て

・ 

教
育
施
設
で
あ
る
図
書

館
の
在
り
方
に
つ
い
て

��安
やす
井
い
　敬
たか
博
ひろ
　議員

安
井　

今
年
10
月
か
ら
、

役
場
窓
口
、
都
市
整
備
課

窓
口
、
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

員
、
学
校
支
援
員
を
一
般

社
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
矢

吹
へ
転
籍
さ
せ
、
業
務
委

託
す
る
計
画
だ
が
、
対
象

者
の
処
遇
等
影
響
は
。

町
長　
賃
金
は
現
給
保
障

を
原
則
と
し
、
勤
務
時

間
、
勤
務
場
所
の
変
更
は

な
く
、
休
暇
制
度
は
現
在

よ
り
良
く
な
る
よ
う
調
整

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
短

時
間
労
働
者
で
あ
る
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
員
は
、
社
会

保
険
適
用
条
件
か
ら
外
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
井　
守
秘
義
務
や
個
人

情
報
漏
洩
対
策
は
ど
う

か
。

町
長　
業
務
委
託
契
約
を

行
う
中
で
そ
の
契
約
条
項

に
、
法
令
上
の
責
任
、
機

密
の
保
持
、
事
故
等
の
報

告
義
務
、
第
三
者
に
及
ぼ

し
た
損
害
等
の
明
記
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

役場業務のまちづくり矢吹への委託について

答 より良い就労体制になる

く
り
矢
吹
と
し
て
は
、
契

約
社
員
と
し
て
雇
用
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
就

業
規
則
で
こ
れ
ら
を
明
確

に
す
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。

安
井　
就
業
規
則
等
は
確

認
し
て
い
る
の
か
。

企
画
総
務
課
長　
就
業
規

則
の
案
は
確
認
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
書

に
つ
い
て
は
ま
だ
で
す
。

安
井　
雇
用
契
約
書
を
町

は
確
認
し
な
い
の
か
。

企
画
総
務
課
長　
町
は
確

認
の
権
利
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
安
定
的
雇

用
な
ど
な
さ
れ
て
い
る
か

等
の
確
認
は
必
要
と
考
え

ま
す
。

安
井　
町
が
出
資
し
て
い

る
法
人
で
あ
り
、
法
令
順

守
な
ど
、
町
と
し
て
き
ち

ん
と
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

企
画
総
務
課
長　
出
資
で

は
な
く
、
補
助
金
の
交
付

で
す
。

安
井　

補
助
金
交
付
も
、

町
が
出
資
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
と
思
う
が
、
児

童
ク
ラ
ブ
支
援
員
が
社
会

保
険
か
ら
外
れ
る
の
は
、

労
働
者
の
不
利
益
と
思
う

が
。

企
画
総
務
課
長　
労
働
時

間
が
満
た
し
て
い
な
い
の

で
、
扶
養
に
入
る
と
か
他

の
手
段
で
し
か
対
応
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
支
援
員
の
方
は
現

在
、
所
得
が
低
い
の
に
高

い
保
険
料
を
支
払
っ
て
お

り
、
何
ら
不
満
の
お
持
ち

の
方
は
い
ま
せ
ん
。

安
井　
ま
ち
づ
く
り
矢
吹

の
労
働
者
と
の
雇
用
契
約

や
規
定
類
が
今
後
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

町
か
ら
助
言
等
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

企
画
総
務
課
長　
設
立
時

期
或
い
は
補
助
金
交
付
時

は
、
当
然
事
業
内
容
等
に

つ
い
て
確
認
の
必
要
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

安
井　
三
鷹
市
に
は
ま
ち

づ
く
り
矢
吹
と
同
様
の
、

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
三

鷹
が
あ
り
、
三
鷹
助
言
者

会
議
に
議
会
等
か
ら
委
員

を
出
し
、
意
見
を
言
っ
て

い
る
。

企
画
総
務
課
長　
現
時
点

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
矢
吹

へ
ご
意
見
と
し
て
伝
え
ま

す
。
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青
山　
県
と
の
協
議
で
平

成
27
年
１
月
８
日
に
新
町

西
線
道
路
を
造
れ
ば
新
町

地
内
の
開
発
が
可
能
と

な
っ
た
と
の
答
弁
だ
が
、

こ
の
協
議
以
前
の
平
成
25

年
に
補
助
金
の
要
望
を

し
、
か
つ
26
年
の
２
月
26

日
に
新
規
路
線
と
し
て
議

会
に
概
要
を
説
明
し
て
い

る
。
矛
盾
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長　
決
定
し

た
の
は
平
成
27
年
１
月
８

日
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
企

業
誘
致
に
絡
ん
で
の
協
議

は
進
ん
で
い
た
。
平
成
26

年
３
月
議
会
で
予
算
も
議

決
さ
れ
て
い
る
。

青
山　
過
去
の
答
弁
に
お

い
て
平
成
26
年
９
月
か
ら

９
回
協
議
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
以
前
に
は
道

路
新
設
の
計
画
が
具
体
的

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
企
業
関

係
の
協
議
は
平
成
24
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

青
山　
時
系
列
的
に
矛
盾

が
あ
る
。
道
路
が
で
き
る

で
き
な
い
か
の
協
議
は
平

成
24
年
か
ら
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

産
業
振
興
課
長　
平
成
24

年
７
月
に
、
企
業
か
ら
一

体
開
発
と
み
ら
れ
る
の
で

道
路
に
つ
い
て
の
協
議
と

い
う
話
を
受
け
て
い
る
。

青
山　
財
政
的
に
プ
ラ
ス

を
黒
字
、
マ
イ
ナ
ス
を
赤

字
と
い
う
。
純
粋
な
一
年

度
の
み
の
収
支
で
あ
る
単

年
度
収
支
が
平
成
27
年
、

28
年
、
29
年
、
30
年
と
４

年
間
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い
る
。
一
定
期
間
に
お
い

て
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の

繰
り
返
し
が
あ
る
状
態
が

通
常
と
い
う
が
、
繰
り
返

し
が
見
ら
れ
な
い
。
課
題

が
あ
る
の
で
は
？

企
画
総
務
課
長　
一
定
期

間
を
ど
う
捉
え
る
か
、
４

年
も
一
定
期
間
と
認
識
し

て
い
る
。

青
山　
総
務
省
や
議
員
の

研
修
等
で
も
連
続
し
て
マ

イ
ナ
ス
が
続
く
の
は
ま
ず

い
と
い
う
。
繰
り
返
し
も

な
い
。
問
題
は
な
く
健
全

と
い
う
結
果
か
？

企
画
総
務
課
長　
現
時
点

で
は
単
年
度
収
支
の
分
析

は
し
て
い
な
い
。
今
後
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・  

人
口
減
少
下
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

答 ４年連続マイナスでも問題ない

財政、単年度収支４年連続マイナスは問題！

時
系
列
で
矛
盾
！

道
路
協
議
以
前
に
路
線
計
画
あ
り

答 

計
画
は
24
年
７
月
か
ら
あ
っ
た

単年度収支と実質単年度収支

区　　分 歳入総額
（A）

歳出総額
（B）

歳入歳出差引
（A）－（B）

（C）

翌年度に繰り
越すべき財源

（D）

実質収支
（C）－（D）

（E）

単年度収支

（F）

積立金

（G）

繰上償還金

（H）

積立金
取り崩し額

（I）

実質単年度収支
（F）+（G）+（H）－（I）

（J）

平成20年度 6,084,422 5,632,919 541,503 349,803 101,700 △46,290 65,103 84,287 103,100

平成21年度 7,041,473 6,774,973 266,500 138,830 127,670 25,970 26,768 74,189 50,000 76,927

平成22年度 7,694,785 7,081,703 613,082 158,658 454,424 326,754 1,229 327,983

平成23年度 11,165,808 10,503,910 661,898 128,155 533,743 79,319 450,536 2,086 561,064 △29,123

平成24年度 9,764,554 9,327,083 437,471 215,769 221,702 △312,041 298 391,809 △703,552

平成25年度 10,237,188 9,441,423 795,765 451,652 344,113 122,411 421 107,688 200,000 30,520

平成26年度 10,897,666 10,342,910 554,756 121,168 433,588 89,475 502 366,864 △276,887

平成27年度 10,243,593 9,788,308 455,285 192,998 262,287 △171,301 653 40,028 △130,620

平成28年度 8,398,888 8,179,291 219,597 12,763 206,834 △55,453 767 84,535 △139,221

平成29年度 7,393,684 7,097,740 295,944 90,312 205,632 △1,202 805 60,653 100,121 △39,865

平成30年度 8,358,530 8,048,909 309,621 137,670 171,951 △33,681 880 99,069 92,910 △26,642
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茨
城
県
取
手
市
の
自
由
討
議
に
つ
い
て

長野県塩尻市
令和元年７月16日㈫～ 17日㈬

　塩尻市振興公社では、まちづくり関連事
業・ＩＣＴ関連事業・テレワーク事業・女性
の復職支援事業などに取り込んでいる。

塩尻市へ行政視察
一般財団法人　塩尻市振興公社

議
会
運
営
委
員
会

参
加
し
た
委
員

　
委
員
長　
鈴
木　
隆
司

　
副
委
員
長　
薄
葉　
好
弘

　
委　
員　
熊
田　
　
宏

　
委　
員　
青
山　
英
樹

　
委　
員　
安
井　
敬
博

　
委　
員　
三
村　
正
一

参加した議員
　議　長　大木　義正
　副議長　角田　秀明
　議　員　藤井　精七
　議　員　熊田　　宏
　議　員　栗崎千代松
　議　員　鈴木　隆司
　議　員　青山　英樹
　議　員　鈴木　一夫
　議　員　加藤　宏樹
　議　員　安井　敬博
　議　員　三村　正一
　議　員　冨永　創造
欠席した議員
　議　員　吉田　　伸
　議　員　薄葉　好弘

　
取
手
市
議
会
に
お
け
る

議
員
同
士
の
自
由
討
議

は
、
委
員
会
に
お
い
て
、

討
論
の
前
に
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
執
行
部
に
よ
る
議
案

の
説
明
、
質
疑
の
後
に
、

委
員
長
が
各
委
員
へ
自
由

討
議
の
必
要
性
を
確
認

し
、
議
案
毎
に
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

行
政
視
察
報
告

茨
城
県
取
手
市

令
和
元
年
８
月
26
日
㈪
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子ども議会議員の皆さん

三
神
小　
充
実
し
た
学
習

が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

町
の
各
学
校
に
増
や
す
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　
費
用
、
導
入
台

数
を
検
討
し
、
計
画
的
に

導
入
し
て
い
き
た
い
。

三
神
小　
町
は
人
口
減
少

に
対
し
て
、
ど
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
の
情
報
発
信
、

都
会
か
ら
町
に
来
て
く
れ

る
会
社
に
は
補
助
金
支

援
、
幼
稚
園
・
保
育
園
に

子
ど
も
を
預
け
る
時
の
費

用
補
助
、
相
談
の
た
め
の

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
作
り
、
人
口
減

少
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

中
畑
小　
旧
総
合
運
動
公

園
予
定
地
の
活
用
計
画
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
用
地
の
利
活
用
を

定
め
た
基
本
構
想
の
案
に

基
づ
き
、「
教
育
施
設
」、

「
森
林
活
用
」、「
ス
ポ
ー

発言席

後
半
議
長

橋は
し

本も
と　

新に
い

奈な

（
矢
吹
小
）

①諸
もろ

根
ね

　　絆
きずな

②加
か

藤
とう

晋
しん

之
の

祐
すけ

③鈴
すず

木
き

　朱
じゅ

莉
り

④野
の

崎
ざき

　瑠
る

美
み

質問者（番号は質問順）

⑤保
ほ

原
ばら

　悠
ゆう

人
と

⑥設
し

樂
だら

　琉
りゅうや

也
⑦吉

よし

田
だ

紳
しん

之
の

介
すけ

⑧佐
さ

藤
とう

　優
ゆ

月
づき

前
半
議
長

吉よ
し

田だ　
　

葵
あ
お
い

（
中
畑
小
）

ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
体
験
交
流
」
を
生
か
し

た
公
園
の
整
備
を
進
め
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

中
畑
小　
机
の
天
板
の
大

き
さ
を
学
年
に
よ
っ
て
変

え
る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。
学
校
で
使
う
備
品
は

ど
の
よ
う
に
配
当
さ
れ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
上
学
年
用
と
下

学
年
用
に
、
天
板
の
大
き

さ
を
変
え
る
こ
と
が
良
い

か
検
討
し
購
入
を
決
め
た

い
。
備
品
は
、
各
学
校
の

先
生
か
ら
必
要
理
由
や
金

額
を
聞
き
、
優
先
順
位
を

決
め
て
購
入
し
ま
す
。

矢
吹
小　
毎
日
安
全
に
安

心
し
て
下
校
で
き
る
よ
う

に
通
学
路
に
街
灯
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　
福
島
県
や
東
北
電

力
と
協
議
し
て
、
通
学
路

の
安
全
管
理
の
た
め
、
計

画
的
な
整
備
と
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

矢
吹
小　
矢
吹
町
の
歴
史

や
偉
人
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
欲
し
い
。

町
長　
新
し
く
で
き
る
矢

吹
町
複
合
施
設
の
新
図
書

館
で
は
「
郷
土
資
料
コ
ー

ナ
ー
」、「
さ
わ
や
か
文
庫

コ
ー
ナ
ー
」、「
大
滝
清
雄

文
庫
」
を
充
実
さ
せ
、
矢

吹
町
の
歴
史
、
町
と
関
連

の
あ
る
本
な
ど
に
ふ
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。

善
郷
小　
横
断
歩
道
が
な

い
の
で
、
安
全
の
た
め
に

横
断
歩
道
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長　
横
断
歩
道
の
設
置

を
県
公
安
委
員
会
へ
強
く

第
14
回
子
ど
も
議
会
開
催

一
般
質
問
に
８
名
登
壇

第
14
回
子
ど
も
議
会
開
催

要
望
し
ま
す
。

善
郷
小　
音
楽
室
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
体
育
館
が
古
く

困
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
の

改
修
計
画
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

教
育
長　
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
回
数
や
張

り
替
え
を
検
討
し
ま
す
。

体
育
館
の
雨
漏
り
修
理
に

は
大
き
な
予
算
が
必
要
で

す
が
、
早
急
に
修
理
を
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。
今
年

度
は
図
工
室
前
の
男
子
ト

イ
レ
の
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
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大
雨
台
風
19
号

被
害
状
況
と
視
察

①～⑥各被害地を示す
調査箇所図

議　
長　
大
木　
義
正

副
議
長　
角
田　
秀
明

　
　
　
　
藤
井　
精
七
・
熊
田　
　
宏
・
栗
崎
千
代
松
・
鈴
木　
隆
司

　
　
　
　
青
山　
英
樹
・
鈴
木　
一
夫
・
薄
葉　
好
弘
・
加
藤　
宏
樹

　
　
　
　
安
井　
敬
博
・
三
村　
正
一
・
冨
永　
創
造

②明新地区

③阿武隈川と
　あゆり川の合流付近

①王城橋付近
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台風19号に伴う被害に関する緊急要望
　10月12日夕方から13日朝方にかけての台風19号による豪雨により、町内各地で住家への浸水、道路及び河
川の損壊、農地への冠水や土砂堆積等による甚大な被害が発生しております。
　矢吹町におかれても被災町民の生活再建、被災農家の経営再建と安定並びに生活インフラの早急な復旧を
はかるため、下記事項について充分な対策を講じられるよう要望いたします。

記
１　相談窓口を開設し、被災者支援の情報提供に努められたい。
２　被災者支援に万全の体制を講じられたい。
　　（減免条例の適用、消毒の実施、生活物資の支援等）

３　災害廃棄物処理について
　　①仮置場を設置する等、被災者の負担軽減に努められたい。
　　②流木・稲わら等の漂流物は、町負担による処理の体制を講じられたい。
　　③被災した農業施設に係る廃棄物について、被災者の負担軽減に努められたい。

４　道路・河川・水路・農地などの復旧
　　�　被災した道路・河川・水路や農地・農道・農業用施設などの復旧について早急に対策を進められた
い。また、復旧工事に至らない農地についても、早期に被災前と同等の営農を再開できるための対策を
講じられたい。

５　ボランティアセンターの設置について
　　�　がれき撤去や泥の排除等、被災町民が欲するボランティアの需要状況を調査し、必要があればボラン
ティアセンターを設置されたい。

　　令和元年10月15日

　矢吹町長　　野崎　吉郎　様
矢吹町議会議長　　大木　義正

④田内入の沢池

⑤田内地区入の
　沢池決壊

⑥三十三観音公園
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編
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後
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議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

ダ
リ
ア
の
話

　

昨
年
の
秋
、
大
信
村
の
ダ

リ
ア
園
に
行
き
、
ご
縁
が
あ

り
ダ
リ
ア
の
球
根
を
譲
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
で
約
30
ａ
の
畑
に

数
十
種
類
の
ダ
リ
ア
の
花
を

咲
か
せ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
高
齢
化
で
縮
小
し

た
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
引

受
け
ま
し
た
。

　

田
町
の
10
ａ
の
畑
に
、
ど

ん
な
花
が
咲
く
の
か
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
５
０
０
本
植
え

ま
し
た
。

　

７
月
末
か
ら
、
日
々
違
っ

た
ダ
リ
ア
が
咲
き
始
め
毎
日

が
新
鮮
で
す
。
ダ
リ
ア
で
町

お
こ
し
も
一
興
か
も
。

　
（
文
責　

三
村
正
一
）

�

委
員
長　

冨
永　

創
造

�

副
委
員
長　

藤
井　

精
七

�

委　
　

員　

鈴
木　

隆
司

�　

〃　
　
　

鈴
木　

一
夫

�　

〃　
　
　

加
藤　

宏
樹

�　

〃　
　
　

三
村　

正
一

長
崎
の
夏

マ
ウ
ン
ド
上
で
声
を
掛
け
合
う
猪
合

主
将
（
右
）
と
エ
ー
ス
有
松
映え
い

柊と

投

手
（
三
神
小
６
年
生
）

三
神
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

主
将　

猪い

合ご
う　

優ゆ
う

利り

さ
ん

（
三
神
小
６
年
生
）

みんなのひろば

三城目地区小学生による
三匹獅子舞踊

　

私
た
ち
三
神
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
８
月

１
日
か
ら
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
33
回
全
日
本
小
学
生
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
ベ

ス
ト
８
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
福
島
県
代
表
チ
ー
ム
と

し
て
は
過
去
最
高
の
成
績
で
し
た
。

　

私
た
ち
６
年
生
の
ほ
と
ん
ど
は
２
年
生
か
ら
ず
っ
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
い
夏
も
、
寒
い
冬
も
、
ひ
た

す
ら
練
習
に
励
ん
で
き
た
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。
本
当
は
全
国
制
覇
も
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
準
々
決
勝

で
敗
れ
た
と
き
は
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
生
に
は
、
一
片
の
悔
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
校
に
行
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
進
ん
で
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
長
崎
で
み
ん
な
と
一
緒
に
戦
っ
た
思
い
出
は
、
絶

対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
一
生
の
仲
間
で
す
。

　

下
級
生
た
ち
も
、
ま
た
全
国
の
舞
台
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
練
習
に
打

ち
込
め
る
よ
う
、
校
庭
や
ナ
イ
タ
ー
設
備
な
ど
を
こ
れ
ま
で
ど

お
り
に
思
い
っ
き
り
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
け
る
よ
う

な
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
矢
吹
町
に
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
矢

吹
町
の
ス
ポ
少
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
‼

次回議会のご案内

●９月議会の傍聴者は合計27名でした。
　ありがとうございました。

12月定例会
11月29日㈮　午前10時開会

一般質問
12月2日㈪・3日㈫ 予定

議会傍聴はどなたでもできます。
　申込みは不要です。直接役場３階議場へおいでください。
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118
E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp


